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平成 29 年試験
論 文 式 試 験 問 題

経営学・経済学・民法・統計学

注 意 事 項

（ 1 頁〜）

（選択科目）

（13 頁〜）（21 頁〜）（23 頁〜）

1　試験開始の合図があるまで，この問題冊子や筆記用具に触れないでください。触れた場合
は，不正受験とみなすことがあります。

2　試験中の使用が認められたもの以外は，全てかばん等の中にしまい，足下に置いてください。衣
服のポケット等にも入れないでください。試験中の使用が認められているものは，次のとおりです。
筆記用具，算盤又は電卓（基準に適合したものに限る。），時計又はストップウォッチ（計時機
能のみを有するものに限る。），ホッチキス，定規及び耳栓
使用が認められたもの以外を机上及び机の中に置いている場合は，不正受験とみなすことが
あります。試験中，試験官が必要と認めた場合は，携行品の確認をすることがあります。

3　携帯電話等の通信機器の取扱いについては，試験官の指示に従ってください。指示に従わな
い場合は，不正受験とみなすことがあります。

4　試験官の指示に従わない場合，また，周囲に迷惑をかける等，適正な試験の実施に支障を来
す行為を行った場合は，不正受験とみなすことがあります。

5　不正受験と認めた場合は，直ちに退室を命ずることがあります。
6　各選択科目の試験時間は， 2 時間です。
7　試験開始の合図により，試験を始めてください。
8　試験問題及び答案用紙（並びに民法選択者の試験用法令基準等）は必ず机上に置いてくださ
い。椅子や机の下等には置かないでください。

9　この問題冊子は， 1 頁から 38 頁までとなっており，選択科目の 4 科目が掲載されていま
す。受験願書を提出する際に選択した科目（受験票の選択科目を再度確認すること。）の答案を
作成してください。試験開始の合図の後，まず頁を調べ，印刷不鮮明，落丁等があれば黙って
挙手し，試験官に申し出てください。

10　答案用紙は，問題冊子の中ほどに挿入してあります。
11　答案は配付した答案用紙の所定欄に記載し，欄外には記載しないでください。答案作成に当

たっては，ボールペン又は万年筆（いずれも黒インクに限る。消しゴム等でインクが消える
ボールペンは不可。）及び修正液・修正テープ（白色に限る。）を使用してください。

12　受験番号シールは，試験開始の合図の後，各答案用紙の右上の所定欄に貼付してください。
1 枚目だけでなく， 2 枚目以降にも受験番号シールを貼付してください。

13　答案用紙の散逸や紛失等を防ぐため，答案用紙の左上を科目ごとにホッチキスで留めてありま
すので，外さずそのままの状態で答案を作成してください。答案作成に当たっては，答案用紙の
ホッチキス留め部分を折り曲げても差し支えありませんが，ホッチキス留めを外した場合は，採
点されないことがあります。また，選択した科目以外の答案用紙は提出しないでください。

14　問題に関する質問には，一切応じません。
15　試験開始後 60 分間及び試験終了前 10 分間は，答案用紙の提出及び試験室からの退室はでき

ません。それ以外の時間に中途退室する場合には，必ず挙手し，試験官が答案用紙を受け取り
確認するまで席を立たないでください。

16　試験中，やむを得ない事情で席を離れる場合は，挙手の上，試験官の指示に従ってください。
17　試験終了の合図とともに直ちに筆記用具を置き，答案用紙を裏返してください。試験終了後
に答案用紙や筆記用具に触れた場合は，不正受験とみなすことがあります。試験官が答案用紙
を集め終わり指示するまで，絶対に席を立たないでください。

18　問題冊子及び試験用法令基準等（民法選択者に限る。以下，同じ。）は，試験終了後，持ち帰
ることができます。

なお，中途退室する場合には，問題冊子及び試験用法令基準等の持ち出しは認めません。問
題冊子及び試験用法令基準等が必要な場合は，各自の席に置いておきますので，試験終了後，
速やかに取りに来てください。
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次の文章を読み，下記の 問 1 〜 問 5 に答えなさい。

特定の事業に関する経営戦略は，事業戦略ないし競争戦略と呼ばれる。

事業戦略に関する著名な分析枠組みとしては，M．ポーターによる「業界の構造分析」が挙

げられる。「ファイブ・フォーセズ・モデル」（Five Forces Model）とも呼ばれるように，

「業界の構造分析」では，五つの要因から当該業界の構造を捉える。その五つの要因とは，既

存企業間の対抗度，（　A　）の脅威，（　B　）の脅威，供給業者の交渉力，買い手の交渉力

である。このうち，既存企業間の対抗度に関連する具体的な要因としては，ハーフィンダー

ル・ハーシュマン指数（HHI：Herfindahl-Hirschman Index）などで表される業界の集中

度や，幾何平均（複利計算）による年平均成長率（CAGR：Compound Annual Growth 

Rate）などで測定される業界の成長率などがある。

この「業界の構造分析」に基づいて考察すると，当該事業が属する業界の潜在的な収益性

（利益ポテンシャル）が推測できるとされる。例えば自社以外の競合企業が多数存在している

状況において，特定の大口顧客 1 社への売上が大半を占めている場合の潜在的な収益性は，

他の条件が同じであれば，小規模な顧客を多数抱えている場合と比べて，（　①　）と予想さ

れる。また，「業界の構造分析」では，買い手側で発生するスイッチング・コストも，収益性

に影響し得ると考えられている。例えば顧客のスイッチング・コストが低い業界における潜

在的な収益性は，他の条件が同じであれば，スイッチング・コストが高い業界と比べて，

（　②　）と予想される。

このようなポーターの考え方は広く取り入れられる一方で，その後，異なる論点に焦点を

当てた事業戦略に関する議論も，様々な形で展開されている。

例えばポーターの「業界の構造分析」が，SCP パラダイムと呼ばれる古典的産業組織論を

理論的な基盤としているのに対して，ゲーム理論の発想を取り入れた事業戦略も議論されて

きた。その一つである A．ブランデンバーガーと B．ネイルバフが提唱した「コーペティショ

ン経営」の分析枠組みでは，（　B　）とは対立的に位置付けられる（　C　）の供給業者（生産

者）が，重要な要因として新たに追加された。このような考え方に基づいて，ポーターが示

した五つの要因に（　C　）を加えた「シックス・フォーセズ」（Six Forces）が，事業戦略で

考察すべき要因とされることがある。

また，ポーターの議論では製品市場を中心とする企業外部の要因に焦点が当てられたのに

対して，企業内部の要因から経営戦略を捉えようとする考え方も有力視されてきた。企業内

部に着目した議論の多くでは，「ヒト，モノ，カネ，情報」といった要素から構成される

（　D　）が，競争優位の獲得や企業の成長プロセスで中心的な役割を果たすという前提を置

いている。

問題 1
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イ

ウ

（経　営　学）
第　1　問

（満点 　100 点）
第 2 問とあわせ

時　間　 2 時間
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（　A　），（　B　），（　C　），（　D　）に当てはまる最も適切な語句をそれぞれ答えなさ

い。

下線部ア「ハーフィンダール・ハーシュマン指数」について，この指数がゼロに近づくほ

ど，当該業界での競争状況や企業の収益性はどのようになると考えられるか，簡潔に説明し

なさい。

下線部イ「年平均成長率」について，第 1 年度の市場規模が 100 億円であった業界が， 2 年

後である第 3 年度に 169 億円に拡大した場合の年平均成長率の数値を求め，百分率（％）で答

えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，計算途中では四捨五入せず，百分率の小数

点第 2 位を四捨五入して小数点第 1 位まで答えること。

下線部ウ「スイッチング・コスト」とは何か，簡潔に説明しなさい。

（　①　），（　②　）に当てはまる最も適切な語句を，次の三つの選択肢からそれぞれ一つ

選び，記号で答えなさい。

ａ．相対的に低くなる　　ｂ．違いがない　　ｃ．相対的に高くなる

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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次の文章を読み，下記の 問 1 〜 問 5 に答えなさい。

国際的な事業活動に対しては，1960 年代以降，様々な視点から研究が進められてきた。

今日，多くの企業は，国境を越えた事業活動をますます活発化させており，これらの研究成

果が多くの示唆をもたらしている。

例えば S．ハイマーは，他国の競合相手を内部化してその競合相手との直接的な競争を避

けることを国際事業活動の動機として指摘した。この指摘はその後，企業の持続的成長に向

けてどのような経営資源を内部化すべきかといった方向で研究が受け継がれていくことにな

る。

また，R．バーノンは，製品の成長プロセスを新製品，成熟化，標準化の各段階に分け，

それぞれの段階に応じて生産拠点の国際的な移動が行われることを主張した。この主張によ

れば，新製品を投入する段階においては本国に生産拠点を立地することが多いが，やがて製

品が普及し生産工程が標準化されるようになると，競争上，進出先国においても生産子会社

が設置されるようになる。そして，一層製品が普及するようになると，更に生産コストを低

下させるためにも途上国に生産子会社が設置されるとした。バーノンによって提示されたこ

の理論は，その後の国際分業に関する研究の基礎となるだけでなく，販売面におけるマーケ

ティング戦略でも応用されるようになっていく。

このように，多国籍企業に関する当初の研究はそれぞれ異なる分析視角から研究が進めら

れていったのだが，その一方で次の 2 点に関しては共通していた。一つは，それまであまり

意識されてこなかった「市場の不完全性」という概念，すなわち売り手と買い手の双方が市場

取引によって最適な利益が得られない状況，が強く意識されたという点，そしてもう一つ

は，当時の研究対象が米国系多国籍企業を中心とするものだったという点である。

前者については，今日においてもなお企業経営に関する研究領域では前提におかれる概念

であるが，後者に関しては，1980 年代後半以降，特定の国や地域に位置する企業に対して

も研究が進められるようになるなど，研究対象が広げられていく。

そのような傾向の中，日本企業の事業システムに多くの関心が集められるようになる。そ

の中で，G．ハメルと C．K．プラハラードは，日本企業に対する調査を通して，他社には模

倣困難で，かつ持続的成長にとって鍵を握るとされる（　A　）という概念を提示した。例え

ばトヨタ自動車（株）では，ジャスト・イン・タイムを実現するための情報手段として

（　B　）を用いる（　B　）方式をはじめとするトヨタ生産方式を通じて，（　A　）がつくら

れていた。

問題 2

イ

ロ

ハ
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下線部イについて，ここでいう内部化とはどのようなことか，簡潔に答えなさい。

下線部ロの理論は何と呼ばれるか，最も適切な語句を答えなさい。

下線部ハ「市場の不完全性」を前提とした場合，企業が直接投資によって国際化するために

は，現地企業に対して何らかの優位性を保持する必要があるが，どのような優位性が求めら

れるか。理由とともに簡潔に説明しなさい。

空欄（　A　）に当てはまる最も適切な語句を答えなさい。

空欄（　B　）に当てはまる最も適切な語句を平仮名 4 文字で答えなさい。

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5
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次の文章を読み，以下の 問 1 〜 問 3 に答えなさい。なお，計算問題については，

数値が小数点第 2 位で割り切れない場合には，計算途中での四捨五入はせず，小数点第 3 位

を四捨五入して小数点第 2 位まで答えること。

二つのポートフォリオＡ，Ｂ及び市場ポートフォリオのリターン特性（標準偏差とベータ）

は下の表のとおりである。ただし，ベータは，市場ポートフォリオに対するベータ値である。

表　ポートフォリオのリターン特性

標準偏差 ベータ

ポートフォリオＡ 28 ％ 1.22

ポートフォリオＢ 20 ％ 0.83

市場ポートフォリオ 22 ％ 1.00

（注）　市場ポートフォリオの期待リターン＝ 8 ％，無リスク利子率＝ 2 ％である。

保有資金 10 億円を用いて，無リスク利子率で 5 億円借り入れてポートフォリオＡに総額

15 億円投資したポートフォリオのリターンの標準偏差は ① ％となる。また，ポー

トフォリオＡと安全資産（無リスク利子率で運用・借入れできる資産）を用いて市場ポート

フォリオと同じ標準偏差を持つポートフォリオを構築するとき，ポートフォリオＡへの投資

比率は ② ％となる。

ある資産Ｘのベータ bX は，以下の式で定義され，相関係数を用いて表すことができる。

bX ＝ Cov（RX，RM）
Var（RM） ＝ tX，M × ⒜

RX：資産Ｘのリターン

RM：市場ポートフォリオのリターン

Cov（RX，RM）：資産Ｘと市場ポートフォリオのリターン間の共分散

Var（RM）：市場ポートフォリオのリターンの分散

tX，M：資産Ｘと市場ポートフォリオのリターン間の相関係数

vM：市場ポートフォリオのリターンの標準偏差

vX：資産Ｘのリターンの標準偏差

上の式を用いてポートフォリオＡと市場ポートフォリオのリターン間の相関係数を算出す

ると， ③ になる。

問題 1

（経　営　学）
第　 2 　問

（満点 　100 点）
第 1 問とあわせ

時　間　 2 時間
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表の数値の下で，市場では CAPM が成立しているとする。CAPM の前提の一つに，投資

家は，ポートフォリオのリターンの平均と ④ に基づく効用関数を持つ，というもの

がある。表に基づけば，ポートフォリオＢの期待リターンは ⑤ ％となる。表にある

三つのポートフォリオのうち，シャープ・レシオが最も大きいものは， ⒝ である。

また，ポートフォリオＡとポートフォリオＢを用いて，ベータ＝ 0 のポートフォリオを作る

とき，ポートフォリオＡへの投資割合は， ⑥ ％となり，このベータ＝ 0 のポート

フォリオの期待リターンは ⑦ ％となる。

ポートフォリオのリスクは，市場リスクと非市場リスクに分解することができる。ポート

フォリオＢの市場リスク（標準偏差で測ったもの）は ⑧ ％である。

文中の①〜⑧に当てはまる最も適切な数値又は語句を答えなさい。

文中の ⒜ に当てはまる数式を，vX 及び vM を用いて答えなさい。

文中の ⒝ に当てはまる最も適切なものを以下のア〜ウから一つ選びなさい。

ア．ポートフォリオＡ

イ．ポートフォリオＢ

ウ．市場ポートフォリオ

問 1

問 2

問 3
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米国の国債市場に関する次の文章を読み，以下の 問 1 及び 問 2 に答えなさい。な

お，本問における債券は全て割引債とする。計算問題については，数値が小数点第 2 位で割

り切れない場合は，計算途中での四捨五入はせず，小数点第 3 位を四捨五入して小数点第 2

位まで答えること。

短期と長期の金利の関係は，金利の ① と呼ばれる。米国における 1992 年 9 月と

2000 年 4 月の金利の ① を示したのが以下の図である。このような金利と満期の関

係を示すグラフを ② と呼ぶ。1992 年 9 月時点の ② を見ると，国債の満期

まで 2 年の利回り（ 2 年物金利）は 3.80 ％であるが，これが 30 年になると 7.51 ％である。

一方，2000 年 4 月時点の ② をみると，満期まで 2 年の国債の利回りは 6.71 ％であ

り，10 年の利回りは 6.10 ％，30 年の利回りは 5.91 ％と次第に低くなっている。このよう

な ② を特に ③ と呼ぶ。

7.5

7

6.5

6

5.5

5

4.5

4

3.5
2 3 5 7 10 30

2000 年 4 月

1992 年 9 月

債券の満期（年）

図　債券の満期と利回りの関係

利
回
り（
％
）

1992 年 9 月時点の満期まで 1 年の国債の利回りが 3.00 ％であり，満期まで 2 年の国債の

利回りが 3.80 ％だとする。1992 年 9 月時点で， 1 年物国債に満期まで投資すれば年間

3.00 ％の収益率を得る。 2 年物国債に満期まで投資すれば， 1 年目を 1 年物国債と同じ

3.00 ％の収益率とすると， 2 年目には年間 ④ ％の収益率を得ることになる。 1 年

間ではなく， 2 年間投資することに対して 2 年目に ④ ％の収益率が得られることで

満足できるかは，翌年に金利がどのように変化すると期待しているかによる。もし，12 か

月後の 1 年物債券の利回りが ④ ％よりも高いという確信があれば，満期まで 1 年の

国債に投資し，満期になったらその償還金をより高い金利で次の 1 年再投資する方が良い。

もし，将来の 1 年物金利が ④ ％より低いと期待しているのであるならば，満期まで 

問題 2
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2 年の国債に投資する方が良い。全ての人がこのように考えているとすると， 2 年物金利

は， 1 年物金利と 12 か月後の 1 年物金利に関する予測を織り込んだ水準になる。

こうした金利の ① に関する理論を期待理論（expectation theory）という。この

理論に従えば，2000 年 4 月時点における将来の金利は図から読みとれる範囲で ⑤

と予想される。

①に当てはまる最も適切なものを以下のア〜オから一つ選びなさい。

ア．期間構造

イ．インフレ構造

ウ．流動性構造

エ．利回り構造

オ．期待構造

②〜⑤に当てはまる最も適切な数値又は語句を答えなさい。

問 1

問 2
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次の文章を読み，以下の 問 1 〜 問 4 に答えなさい。なお，計算問題については，

計算途中での四捨五入はせず，数値が小数点第 2 位で割り切れない場合は，小数点第 3 位を

四捨五入して小数点第 2 位まで答えること。

企業Ａは，下の表に示すキャッシュ・フローを生み出すと期待されている企業Ｂの買収を

検討している。ただし，表に示す期待キャッシュ・フロー情報には，企業Ａによる買収に伴

い発生するシナジー効果も含まれている。また，第 3 期の期待フリー・キャッシュ・フロー

は，第 2 期の期待フリー・キャッシュ・フローが 1 ％で成長した金額である。その後も期待

フリー・キャッシュ・フローは毎年 1 ％，永久に成長する。企業Ａ及び企業Ｂは，ともに現

時点で余剰資産は保有せず，株式と借入れの市場価値ベースの比率を常に 3 対 1 に維持する

資本政策を採用している。今，無リスク利子率は 4 ％，株式市場の期待リスクプレミアムは

5 ％，企業Ａの株式のベータは 0.9，企業Ｂの株式のベータは 1.2 である。また，企業Ａ，

企業Ｂの借入れの資本コストは，ともに 6 ％である。企業Ｂについては株式のベータ，及び

借入れの資本コストは買収後にも変化しないものとする。企業Ａと企業Ｂの法人税率はとも

に 40 ％とする。企業Ａは，以上の情報及び表の期待キャッシュ・フロー情報のうち，必要

な情報を用いて，DCF 法により企業Ｂの企業価値を算出しようとしている。

表　企業Ｂの将来の期待キャッシュ・フロー情報

第 1 期 第 2 期

税・利子引前利益（EBIT） 100 億円 125 億円

減価償却費  30 億円  30 億円

設備投資金額  40 億円  45 億円

純運転資本増減額 　0 億円 　0 億円

期待フリー・キャッシュ・フロー ① 億円 ② 億円

（注 1 ）　現時点は第 1 期の期首時点とする。

（注 2 ）　企業Ｂのキャッシュ・フローはいずれも該当する期の期末に発生する。

企業Ｂの第 1 期，第 2 期に発生する期待フリー・キャッシュ・フローの金額（上記表中の

①及び②の金額）をそれぞれ答えなさい。

企業Ｂの企業価値を DCF 法で算定する際に使用する加重平均資本コスト（WACC）を答え

なさい。

企業Ｂの第 2 期末時点における残存価値（企業Ｂの第 3 期以降の期待フリー・キャッ

シュ・フローの第 2 期末における価値総額）を億円単位で答えなさい。

問題 3

問 1

問 2

問 3
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企業Ａは，第 1 期の期首において企業Ｂの株式及び借入れの全ての買取りを計画してい

る。企業Ａにとってこの投資の NPV が 0 となる買取金額を億円単位で答えなさい。ここ

で，企業Ｂの株式と借入れの全ての買取金額とは，企業Ｂの企業価値（株式時価総額と借入

金額の合計）と等しい金額とする。なお，企業Ｂの第 2 期末時点における残存価値は，

問 3 で解答した小数点第 2 位までの数値をそのまま使用して良い。

問 4
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次の企業Ａの比較貸借対照表，損益計算書に基づき，以下の文章の①〜⑩に当てはまる最

も適切な数値又は語句を答えなさい。なお，全ての計算に際し，貸借対照表項目は期末の額

を使用し，計算過程で端数が生じる場合，計算途中での四捨五入はせず，数値が小数点第 2

位で割り切れない場合は，小数点第 3 位を四捨五入して小数点第 2 位まで答えることとする。 

また，文章中の「ポイント」とは二つの％の差のことであり，例えば， 8 ％から 6 ％への変化

は 2 ポイントの減少である。さらに，事業利益とは，営業利益に金融収益を加えたものである。

 企業Ａの貸借対照表 （単位：百万円）

前期末 当期末

流動資産 4,500 4,400

　当座資産 2,500 2,400

　棚卸資産 1,200 1,200

　その他流動資産 800 800

固定資産 7,500 8,200

　有形固定資産 4,000 4,400

　無形固定資産 1,000 1,100

　投資その他の資産 2,500 2,700

　　資産合計 12,000 12,600

流動負債 4,000 4,400

固定負債 3,000 3,200

　　負債合計 7,000 7,600

株主資本 5,000 5,000

　　純資産合計 5,000 5,000

　負債・純資産合計 12,000 12,600

 企業Ａの損益計算書 （単位：百万円）

前期 当期

売上高 10,000 10,500

売上原価 8,000 8,400

販売費及び一般管理費 1,465 1,726

　　営業利益 535 374

受取利息・受取配当金 125 130

支払利息 50 54

　　経常利益 610 450

法人税等 200 156

　　当期純利益 410 294

問題 4
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企業Ａの総資本事業利益率（ROA）は，前期から当期にかけて ① ポイントの減少

であり，自己資本利益率（ROE）も，前期から当期にかけて ② ポイントの減少で

あった。そこで，当期の ROE の減少の原因を分析するべく，ROE をデュポン・システム

と呼ばれる分析手法を用いて，三つの要因に分解してみることにした。

第 1 に，売上高利益率を計算すると，前期から当期にかけて ③ ポイント減少して

いた。第 2 に，総資本回転率をみると，前期，当期ともに ④ 回のままであり，資本

の ⑤ 性には変化がなかった。第 3 に，財務レバレッジを分析するために自己資本に

対する総資本の倍率をみると，前期が ⑥ 倍で，当期が ⑦ 倍となっており，

その倍率の増加が ROE の減少の幅を縮小していた。このように，ROE の減少の原因は，

売上高利益率の減少によるものであるといえる。

一般的に，財務レバレッジを引き上げることによって ROE を上昇させることができる条

件は，ROA が ⑧ を上回っていることである。ただし，財務レバレッジの引上げは

企業の安全性に関する指標を悪化させる可能性がある。Ａ社の場合においても，前期から当

期にかけて，固定比率が ⑨ ポイント上昇し，固定長期適合率も ⑩ ポイント

の上昇であった。
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次の 問 1 〜 問 4 に答えなさい。

需要の価格弾力性とは何か，文章で簡潔に説明しなさい。

ある財に対する需要量をX，その財の価格を P，需要の価格弾力性を fとする。X，P

を使って，需要の価格弾力性 fを式で示しなさい。

次の空欄（　ア　）〜（　ウ　）に当てはまる最も適切な数式又は数値を答えなさい。

需要関数がX＝ a− b · Pであるとしよう。ただし，a，bは正の定数である。X財に対

する支出額を Eとし，Eを価格 Pの関数として表すと（　ア　）であり，Eを最大にする価

格 Pは（　イ　）である。価格 Pが（　イ　）であるとき，需要の価格弾力性は（　ウ　）であ

る。

X財とY財を消費する合理的な消費者の効用水準をUとし，X財の需要量をX，Y財

の需要量をYとすると，効用関数はU＝X
1
3Y

2
3 で与えられる。X財，Y財の価格がそれ

ぞれ Px，Pyであり，この消費者の予算がMであるとする。X財の需要関数，X財の需要

の価格弾力性，X財に対する支出額を，それぞれ求めなさい。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4

（経　済　学）
第　 3　問

（満点 　100 点）
第 4問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）
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資本Kと労働 Lを投入して産出物Yを生産するある企業を考える。その企業の生産関数

は，Y＝K
1
2 L

1
2 で与えられており，資本レンタル価格は 8，賃金は 2である。このとき，

次の 問 1 及び 問 2 に答えなさい。

以下の空欄（　ア　）〜（　キ　）に適切な数式又は数値を入れなさい。

この企業の生産費用を Cとすると，C＝（　ア　）K＋（　イ　）Lである。これを①式と

しよう。ここで，資本の投入水準がK＝ 1 で固定されている短期費用関数 SCを導出す

る。K＝ 1に注意して，生産関数を Lについて解き，①式に代入すると，短期費用関数は

SC＝（　ウ　）となる。短期における限界費用を SMC，短期における平均費用を SACと

すると，SMC＝（　エ　），SAC＝（　オ　）である。よって，損益分岐点における産出量

は（　カ　），産出物Yの価格は（　キ　）である。

以下では，企業が資本の投入水準を自由に選べる長期を考える。このとき，次の⑴〜⑷に

答えなさい。

⑴　費用最小点において，技術的限界代替率と要素価格の間に成立する関係を述べなさい。

⑵　費用最小化条件を満たす場合の資本Kと労働 Lを産出量Yの式として表しなさい。

⑶　長期費用関数 LCを求めなさい。

⑷　産出物市場が完全競争的であるとき，この企業の長期供給曲線のグラフを描きなさい。

ただし，横軸Yは産出量，縦軸 Pは価格を表すこととする。

問題 2

問 1

問 2
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大気汚染を発生させている企業がある。企業の費用関数は C＝X2（円）で，発生させてい

る汚染の損害額は D＝ 80X（円）である。ただし，Xはこの企業の産出量で，企業の製品価

格は P＝ 100（円）である。このとき次の 問 1 〜 問 4 に答えなさい。なお，この製

品の市場は完全競争市場で，この企業は代表的企業である。

企業の産出量と利潤を求めなさい。

この企業が私的費用に加えて汚染の発生で生じる損害額を全て負担し，社会的にみて最適

な状態を実現できるような企業の産出量を求めなさい。

企業の製品に従量税を掛けて，企業の産出量を 問 2 で求めた値にしたい。財 1単位当

たり何円の税を課せばよいか求めなさい。

産出量を 1 単位減らすごとに一定額の補助金を与えることにより，企業が産出量を

問 2 で求めた値にしたい。財 1単位当たり何円の補助金を与えればよいか求めなさい。

公園を利用したい人が 1000 人いる。公園に対する需要関数は全員共通で P＝ 1
X
で表さ

れる。ただし，Xは公園の面積，Pは公園に対する個人の限界的評価である。また，公園

を造る費用はその面積に比例していて，C＝ 100Xである。このとき，次の 問 1 〜

問 3 に答えなさい。

社会的に最も望ましい公園の面積を求めなさい。

社会的に最も望ましい公園の面積を実現するために，公園を造る費用を利用者が均等に負

担するとすれば， 1人当たりいくらずつ払えばよいかを求めなさい。

社会的に最も望ましい公園の面積の供給は通常の市場メカニズムでは実現できない。その

理由はなぜか説明しなさい。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4

問題 4

問 1

問 2

問 3
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次の (　ア　) 〜 (　オ　) に当てはまる最も適切な語句又は数値を答えなさい。

⑴　貨幣供給量を示すマネーサプライは現金通貨と預金通貨の合計として定義される。マ

ネーサプライと物価が比例関係にあるという考え方を貨幣数量説と呼ぶ。貨幣数量説によ

れば，マネーサプライの量が 100 から 300 になると物価は (　ア　) 倍になる。中央銀行

が金融政策の一環として，短期金融市場において債券や手形などを売買することを (　イ　)

操作と呼ぶ。中央銀行が (　イ　) 操作として金融市場において債券の売りオペをする場

合，マネーサプライの量は (　ウ　) する。

⑵　国内総生産 (GDP) とは，ある国内で一定期間に新たに生産された全ての財やサービス

の (　エ　) 価値を集計したものである。ここで (　エ　) 価値とは，各生産物の価値から

その生産に必要となった中間生産物の価値を引いたものに等しい。この国が貿易を行わな

い場合，国内総生産は消費支出，投資支出及び政府支出の和に等しい。一方，この国が貿

易を行う場合，国内総生産は消費支出，投資支出及び政府支出の和に輸出を加えたものか

ら (　オ　) を除いたものに一致する。

問題 1

（経　済　学）
第　 4　問

（満点 　100 点）
第 3問とあわせ

時　間　 2時間
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次の⑴及び⑵の文章が正しいかどうかを判断し，正しければ答案用紙にある「正」を丸で囲

み，誤りであれば「誤」を丸で囲んだ上で，誤っている理由を簡単に答えなさい。

⑴　ライフサイクル仮説によれば，個人の消費行動は現在の可処分所得の水準のみにより決

定される。

⑵　国内総生産Y，消費 Cの値が一定で変わらない国を考える。この国は貿易を行ってお

らず，また投資 Iは利子率 rの減少関数であるとする。このとき，政府支出 Gを増加さ

せると，財市場を均衡させる利子率 rは下がる。

問題 2
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次の 問 1 〜 問 3 に答えなさい。

ある国の消費関数を C＝ 0.5Y，投資関数を I＝ 25 − 50rとする。ここでYは国内総生

産で rは利子率である。政府支出はなく，財市場の均衡条件は

Y＝ C＋ I

で与えられる。一方，貨幣市場における（名目）貨幣供給量をM＝ 10，（名目）貨幣需要関数

Lを

L＝ P

10 ＋ 100r

とする。ここで Pは物価である。このとき次の⑴〜⑷に答えなさい。

⑴　一般に，貨幣需要が利子率の減少関数となる理由を答えなさい。

⑵　貨幣市場を均衡させるような利子率 rを物価 Pの式として表現しなさい。

⑶　総需要曲線を求めなさい。具体的には，財市場及び貨幣市場を均衡させる国内総生産

Yを物価 Pの式として表現しなさい。

⑷　総供給曲線が P＝ 5Yで与えられているとき，財市場及び貨幣市場を均衡させる国内

総生産の値を求めなさい。

ある企業は，資本Kを投入要素とする生産関数

Y K=

によって財を生産している。ここでYは企業の生産量である。資本の限界生産をMPKと

すると，この企業の場合，

MPK＝
K

1

2

となる。この企業が生産を行うときにかかる資本の使用者費用は，資本減耗の費用と利子の 

費用の和に等しい。資本減耗率が 0.04 で利子率が 0.06 のとき，この企業にとって最適な資

本Kの値を求めなさい。なお，財の価格は 1とする。

ある国の消費関数は，

C＝ 0.8Y

と表せる。ここでYは国内総生産である。今，この国が政府支出を 100 だけ増加させた

ら，消費はいくら増加するか答えなさい。なお，ここで投資の値は一定であり，財市場は常

に均衡しているとする。また，この国は貿易を行っていないものとする。

問題 3

問 1

問 2

問 3
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ある国の生産関数を

Y KL= 4

とする。ここでYは国内総生産，Kは資本，Lは労働である。労働 Lは常に一定値 4であ

るとする。また，消費関数を

C＝ 0.8Y

とする。投資を Iとしたとき，財市場の均衡条件は

Y C I= +

で与えられる。今，ある期における資本Kの値が 100 であったとする。次の 問 1 〜

問 3 に答えなさい。

この期における国内総生産の値を求めなさい。

この期における投資の値を求めなさい。

投資は資本の蓄積に用いられる。次期の資本の値を求めなさい。なお，資本減耗はないも

のとする。

問題 4

問 1

問 2

問 3
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ある国では，企業が一つだけ存在し，この企業は労働を投入要素とする生産関数

Y LA=

によって生産を行っている。ここでYは国内総生産，Lは労働である。また Aは生産性を

表す定数である。労働の限界生産をMPLと表すと，この企業の場合

MPL＝
L

A

2

となる。財の価格を 1とする。この企業は利潤

Y WLr= -

を最大化するように労働需要量 Lを決定する。ここでWは賃金である。今，常にW＝ 0.5 

であるとする。次の 問 1 〜 問 4 に答えなさい。

この企業が決定する労働需要量 Lを Aの式として表現しなさい。

この国の労働供給量は 1で一定とする。この場合，生産性 Aがある値 xを下回ると非自

発的失業が生じる。一方，Aが x以上であると非自発的失業は発生しない。

一般に，非自発的失業とはどのような失業を指すか説明しなさい。

xの値を求めなさい。

Aの値が xを下回ると非自発的失業が生じる理由を説明しなさい。

問題 5

問 1

問 2

問 3

問 4
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（民　　　法）
第　 5　問

（満点 　100 点）
第 6問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）

Ａは，自己所有の絵画（以下，「甲動産」という。）を，画廊を営む知人のＢに預けていた。この場合に 

ついて，次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさい。なお， 問題 1 の 問 1 及び 問 2 ，

並びに 問題 2 の 問 1 及び 問 2 は，それぞれ独立した問いである。

Ａは，資金繰りが厳しくなったため，甲動産の売却をＢに依頼したところ，Ｂは，Ａを代

理してＣとの間で甲動産を 100 万円で売却する旨の売買契約を締結し，代金の支払を受けて

甲動産の引渡しも了した。

甲動産は 250 万円の価値があったにもかかわらず，Ｂがその価値を見誤って上記の売買契

約を締結していた場合，ＡのＣに対する甲動産の引渡請求は認められるか。

Ａから 200 万円以上で売却するよう依頼されていたにもかかわらず，Ｂが上記の売買契約

を締結していた場合，ＡのＣに対する甲動産の引渡請求は認められるか。

Ｂは，甲動産の所有者であると称して，Ｄに甲動産を 100 万円で売却する話を持ちかけ，

5月 1日，ＢＤ間で甲動産の売買契約が締結された。その際，両者の間では，甲動産のＤへ

の引渡しを 20 日後とし，それまではＢが預かっておく旨が約された。他方，資金繰りに窮

したＡは， 5月 10 日，Ｅに対して甲動産を譲渡担保に供して，その評価額に相当する 250

万円の融資を受け，Ｂに対して，以後Ｅのために保管を続けるよう指示し，Ｂはこれに応じ

た。しかし，Ｂは， 5月 21 日，甲動産をＤに引き渡した。Ａは，上記貸付金の弁済を 10 月

10 日の弁済期までにＥに対してすることができなかった。

Ｄが甲動産を所持していることを知ったＥは，Ｄに対して甲動産の引渡しを請求した。Ｂ

が甲動産の所有者でなかったことにつき善意のＤは，これを拒むことができるか。

Ｅは，Ｄの留守中に甲動産を無断で持ち去り，これをＦに売却して引渡しも了した。Ｂが

甲動産の所有者でなかったことにつき悪意のＤは，Ｆに対して甲動産の返還を請求すること

ができるか。

問題 1

問 1

問 2

問題 2

問 1

問 2



22 2526270829 Ｍ6―47

平成29年論文式選択科目

平成29年論文式選択科目

平
成
29
年
論
文
式
選
択
科
目

（民　　　法）
第　 6　問

（満点 　100 点）
第 5問とあわせ

時　間　 2時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（50 点）

Ａは，Ｂが所有する甲土地につき，Ｂとの間で建物所有を目的とする賃貸借契約を締結し，甲土地

に乙建物を築造した。Ａは，自己の名義で乙建物の所有権保存登記をした後，甲土地の賃借権の譲渡

につきＢの承諾を得た上で，Ｃとの間で乙建物の売買契約（以下，「本件売買契約」という。）を締結

し，その際に，本件売買契約締結の 1か月後に代金全額の支払と引換えにＡがＣに乙建物を引き渡

し，登記申請書類一式を交付する旨を合意した。この場合について，次の 問題 1 及び 問題 2

に答えなさい。なお， 問題 1 及び 問題 2 は，それぞれ独立した問いである。

乙建物の引渡期日前に，甲土地の一角にＤが自己所有の大型車両（以下，「丙車両」とい

う。）を無断で駐車し，甲土地の利用に支障を生じさせた。Ｃは直ちに丙車両の無断駐車への

対応をＢに要請したものの，病気で入院治療中のＢは迅速な対応をすることができなかっ

た。このとき，Ｃは，Ｄに対して丙車両の撤去を求めることができるか。

Ｃは，引渡期日に代金全額を支払い，乙建物の引渡しを受けて居住を始めた。ところが，

その後，本件売買契約の締結に先立って行われた調査の際には検知されなかった猛毒の有害

物質によって甲土地が汚染されていることが判明した。このまま乙建物に居住し続けると健

康被害を受ける可能性が高く，有害物質の除去に相当の費用がかかるとして，Ｃは，誰に対

してどのような契約上の請求をすることが考えられるか。その当否も含め，論じなさい。

問題 1

問題 2
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（統　計　学）
第　 7　問

（満点 　100 点）
第 8問とあわせ

時　間　 2時間
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（50 点）
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（統　計　学）
第　 8　問

（満点 　100 点）
第 7問とあわせ

時　間　 2時間
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（50 点）
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